地区及びクラブシェアリング交付金
申請から事業終了報告までの注意事項【改訂版】


交付金申請

１）交付金は申請が承認されなければ使えないというのがルールです。
そのため、事業実施の少なくとも3ヶ月前までの申請をお勧めします。
それ以上の長期的な計画が必要な場合は、その期間を考慮して申請書を
ご提出ください。
※会場の予約の為に会場費を先に支払わなければならないといった状況
が考えられますが、先ずは事業内容を申請書で提出し、交付金課による承認が早く得られるよう働きかけが必要です。
交付金課に事前に確認せず、承認前に実行された支払いは認められませんので、出来るだけ早く具体的に相談することが大切です。

２）申請書に会議（例会または理事会）の議事録添付が必要です。
これは、会議でシェアリング交付金事業に関わる議案が承認されただけで
はなく、作成済みの申請書を資料として添付または回覧し、申請書の内容が
承認されたことを証明する議事録です。
単に会議次第ではなく、議事録を作成し添付してください。
また、予算の根拠となる見積書も必ず添付してください。

３）申請後、事業実施日程等に変更が生じた場合は、速やかに交付金課をはじめ関係各所へ通知してください。
但し、事業内容を変更する場合は、再承認が必要となります。至急コーディ
ネーターへご相談ください。


事業終了報告

１）終了報告は、事業終了後45日以内に交付金課へ提出できるよう心掛けてください。
２）報告書に添付する議事録は、例会（例会が開かれない場合は理事会）の議事録を添付する必要が有ります。
　　この場合も、記入済みの報告書の内容が承認されたことを証明する議事録を作成し、添付してください。

３）事業や贈呈品がLCIFの交付金事業であることを表示するように工夫し、その写真を添付するように配慮してください。
　　特に受益者が実際に利用している写真が必要です。



地区・クラブシェアリング交付金申請及び完了報告の手順


交付金申請書・完了報告書作成（各クラブ）
　　↓　
各地区キャビネット（地区コーディネーターが内容を確認の上、署名）
　↓
MDコーディネーター署名
　↓
複合事務局
　　↓
グローバル交付金課へ送信
（CC：全日本エリアリーダー・東日本エリアリーダー・MDコーディネーター・地区正副コーディネーター・キャビネット事務局・クラブ・LCIF Tokyo・複合地区LCIF委員長・他）


お願い：
交付金承認後の送金手続きに関わる事項は各クラブで行っていただきますが、必ずCCを複合事務局・キャビネット事務局・LCIF Tokyoへ入れてください。
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